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私
た
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、
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域
中
核
の
社
会
医
療
法
人
と
し
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地
域
住
民
の
普
様
に
、
安
全
で
質
の
高

い
医
療

ｏ

福
社
を
効
率
的
か
つ
継
続
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す
る
。

基
本
方
針

私
た
ち
は
、
医
療
に
お
け
る
安
全
を
重
視
し
、

患
者
様
中
心
の
根
拠
に
基
づ

い
た
医
療

。
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社
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を
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し
ま
す
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私
た
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は
、
患
者
様
や
利
用
者
様
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
守
り
、
権
利
を
尊
重
し
ま
す
。

私
た
ち
は
、
経
営
の
安
定
と
組
織
の
活
性
化
を

図
り
、
職
員
の
働
き
が
い
と
生
活
が
安
定
し

向
上
す
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

老
健
運
営
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針

①
明
る
く
健
や
か
で
　
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
が

送
れ
る
よ
う
に
　
愛
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
と

思
い
や
り
の
精
神
を
持
っ
て
実
践
す
る
。

②
医
療
の
中
で
生
き
る
喜
び
を
感
じ
取
れ
る
こ
と
と

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
レ
ク
リ
ユ
ー
シ
ョ
ン
の

具
現
化
を
図
る
。

③
職
員
と
し
て
の
資
質
向
上
・
運
営
へ
の
参
加
と

逹
帯
意
識
を
押
場
す
る
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喫茶クラブの紹介

平成21年 1月 24日 (土)午前10:00～ 新年

初の喫茶クラブを開催しました。

羽島ベンチヤークラブのボランテイアの

皆さんがコーヒーサービスの為に慰問さ

れ、入所者様と楽しい-0寺を過ごされまし

た。

外は雪も舞うようなとても寒い日です

が、施設内はとても暖か<入所者の皆さん

|ま「熱いコーヒーを飲ぬととても温まりま

す」と外の雪を眺めながら「ありがとう、

ありがとう」と感謝してみえました。

恒紐厠具の種類と使曖ちにつ曖て

今回は、リハビリ職員から 「福祉用具の種類とその使い万」 に

ついて、 2月 7日 ①ll:00～ 40分間程、 1階 リハビリ室で家族介

護教室を開催しました。

杖、歩行器、シルバーカー、車椅子、入浴用椅子の種類などにつ

いて話をしてもらいました。

下肢の骨折、股関節、膝関節症などの障害者には、松葉杖と同じような使用が出来て、見

た目も良い前腕固定型杖(ロ フストランド・クラッチ)の説明から、ハンドルにブレーキが付

いた三、四輪歩行器は、若い年代の万で

も違禾□感な<自転車感覚で使用が出来ま

す。

腰の負担が少な<主に寝たきりの方に

禾」用していただ<ためのリクライニング

式車椅子なども、実際に試乗体験しても

らいました。

参加者の皆さんは、「このような利用

者の状態に応じた様々な福祉用具を使用

することにより、寝たきり防止や生活行

動範囲も少しでも広がり、やがては自立

した生活、意欲が生まれる機会になれ

ば・・・」と話されてみえました。



新ふお呑会の様子

平成 21年 1月 20日 ①今年初めての

お茶会(初釜)を開催 しました。

お茶会は利用者様を対象に毎月 2

回開催 していますが、今年は じめて

のお茶会でもあ り、皆さんは初釜を

楽 しみに待ってみえました。春めい

た茶菓子と抹茶に利用者の万々もご

満悦の様子でした。

節分のユまき
0

0  0

熟

3月 7日0 管理栄養主から

【高齢者の食事と介護食の利用について】を予定しております。

今回は試食を用意し、食の体験をしてもらいます。

4月4日0 支援相談員から

【施設の種類とその使い方】を予定しております。

■開催場所 : 松波総含病院介護老人保健施設 1階  リハビリ室

■開催時間 : 午前11時～ 11時40分

友人、知人の方もあ誘い含わせて、多数の参加をお待ちしています。

2月 3日①節分の日に、施設の各階で「豆ま

き」をしました。

いつもは優 しい理学療法主、作業療法主、相

談員達が、金棒を持つた赤鬼、角のはえた青

鬼、青鬼姿に扮 し、この日ばかりはいつもとち

がう怖い鬼に成りきつていました。

豆の代わ りに紙 を丸めたボールを手に し

て、「鬼は外、ふ<は内」と大声を出されるん

や、「おおll■い・ … 」と0斗びながら、鬼に向かつ

て豆に見立てた紙ボールを投げている方もみ

えました。重心に返つたような大きな声と、鬼

に向かつて強 <投げつける姿は、とてもお元

気そうに見えました。

鬼が退散した後で「まめ、たまごボール栗子」

を食べ、「この 1年間幸せに過ごせますように」

と全員であ祈 りをしました。入所者の皆さん

まめまきを通 して、少 し早い春を感 じてもら

えましたでしようか。
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予定は変更になる場合がありますので、ご了承下さい。


